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学校の祝祭についての考察
──学芸会の成立──
佐々木 正 昭
は じ め に
学校の祝祭として際だった催しものは，儀式，運動会，学芸会である。なか
でも子どもの印象に残る催しは，運動会と学芸会が双璧である（1）。しかし，
儀式と運動会が明治 20年代の初めにほぼ原型ができあがっていたのに対し，
学芸会の成立は明治 30年代の後半にまでずれ込む。学芸会は，儀式や運動会
よりも，成立までに複雑な経緯を辿るのである。本稿は，学芸会について，明
治初期の萌芽期から明治後期の成立までを述べる。なお，明治初期は，明治 5
－20年，明治中期は，明治 21－32年，明治後期は，明治 33－末年とする（2）。
1 学芸会の源流としての試験
（1）明治初中期の試験制度
学芸会の源流を辿ると，明治期の学校創設時から盛んに行われた試験とその
関連行事に行き着く。試験が学芸会の源流であるというのは，現代の感覚から
は奇異な感じがするが，発表形式の試験をして成績の優秀な者を選び，成績優
秀者がその成果を人々の前で披露することが，学事奨励の意味を込めて盛んに
行われたと言えば，両者の関連が見えてくる。日本の学校は，1872（明治
5）年の学制発布から約 15年間，半年を単位として 1級ごとに行われる厳格
な試験に基づいて，合格した者に各級毎の卒業証書を授与し進級させる等級制
だった。したがって，試験とそれに合格することの持つ重みは，現在の学校で
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の定期試験の比ではなく，各上級学校への入学試験に準じるものだったのであ
る。それゆえに，試験の実施それ自体も，合格者の発表とそれに伴う成果の披
露も，大がかりな行事の色彩を帯びたのである。このような厳格な試験による
進級制度は，1885（明治 18）年の学年制の採用でかなり緩和され，1900（明
治 33）年の小学校令改正による進級時，卒業時の試験の廃止によってさらに
緩和されるものの，試験が全廃されたのではなく，考査（平常時の試験）によ
って進級や卒業が判定されることは変わらず，昭和の初期ぐらいまでは原級留
置，つまり落第があったのである。もっとも，このような大がかりな試験の実
施と関連行事は，明治時代になって唐突に出現したのではなく，江戸時代の藩
学の「試業」や寺子屋の「大浚」「席書」を色濃く受け継いでいるが，本稿で
は，紙幅の都合上これらについては省略する。
（2）明治初中期の試験の実態
漓試験の様子
1872（明治 5）年の「学制」には，試験と試業という用語が併用されてお
り，同年の「小学教則」にも，試業という用語が使用されている（3）。また，
「文部省年報にも久しい間，試業と試験が並んでいるし，諸学校（殊に私立学
校）の規則などには明治中期まで試業の語がかなり使われている」（4）という指
摘もあるように，明治期初中期の試験は，用語の上でも藩学の試業を引き継ぐ
形で行われている。学制には「生徒及試業ノ事」として，次のように試験によ
る進級制度が規定されている。「第 48章 生徒ハ諸学科ニ於テ必ス其等級ヲ
蹈マシムルコトヲ要ス故ニ一級毎ニ必ス試験アリ一級卒業スル者ハ試験状ヲ渡
シ試験状ヲ得ルモノニ非サレハ進級スルヲ得ス」「第 49章 生徒学等ヲ終ル
時ハ大試験アリ（小学ヨリ中学ニ移リ大学ニ進ム等ノ類）」（5）。この等級制を
用いた課程主義は，フランスなどの西欧の制度の導入とされる（6）。しかし，
藩学でも寛政から文政年間（1789−1830）になると，課程を素読（初等科）
と講義（高等科）に分離する，または初等・中等・高等の 3等級にする，さ
らには初等科を上・中・下のように区分するところが多くなる。藩学での進級
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は，一般には年齢主義で緩かであったものの，多くは進級試験を設けており，
これに合格しなければ進級できない仕組みになっていて，少なからず落第もあ
った。また少数ではあったが，長州藩の明倫館や会津藩の日新館など，藩によ
っては身分・年齢によらず考査の成績のみによる席次の決定や進級制度をとる
ところもあったのである（7）。したがって，明治初期の課程主義は，外国の制
度の導入ではあったが，現実的には，従来の藩学や寺子屋の教育を新しい理念
に合わせて実力本意に徹底しようとしたものと捉えることができる。そして，
この課程主義は，欧米諸国に比肩する人材ならびに国民育成を急ぐあまり，実
情を考慮せずに過度に理想を追求した，ただ厳格なだけの能力主義的・平等主
義的制度の導入であったゆえに，やがて実情に合わせて大幅な修正を迫られる
ことになるのである。また，「学制」第 49章では「但大試験ノ時ハ学事関係
ノ人員ハ勿論其請求ニヨリテハ［他官員或ハ］他官員トイヘトモ臨席スルコト
アルヘシ」として官吏の立合を求め，第 51章では「試験ノ時生徒優等ノモノ
ニハ褒賞ヲ与フル事アルヘシ」と成績優秀者に賞を与えることを規定してい
て，ここにも藩学の試業のやり方が踏襲されている（8）。さらにまた，明治 12
年の「教育令」第 47条には「生徒試験ノトキハ父母或ハ後見人等其学校ニ来
観スルコトヲ得ヘシ」として，試験に父母や後見人の参観を認めており，この
条項は明治 13年ならびに明治 18年の改正教育令にも引き継がれているから
（もっとも明治 18年の教育令は，8ヶ月後に「小学校令」が発布されるので実
施されなかったようである（9）），この時期に至ってもなお，試験に儀式的学芸
会的要素を持たせていた，藩学教育の影響が見られるのである（10）。
ところで京都市では，明治 5年の学制実施に先駆けて，明治 2年 12月末ま
でに，番組小学校を上京と下京にそれぞれ 32校，合計 64校創立した。もっ
ともこの学校は，7, 8歳より 13, 4歳までの希望者のみが，都合のよい時間帯
に行けばよいというもので，義務教育ではなかった。学習形態も男女別で，教
科書も学童のそれぞれの進度にあったものを使用し，教科担任制で，一斉授業
ではなくグループ別に教師のところへ行って学ぶ，寺子屋方式であった（11）。
番組小学校は，創立時には初・中・上の 3等に，読書（よみかき）・筆道・算
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術の 3 教科と科外に心学道話（これには学区の大人たちも出席を求められ
た）を置き，春秋両度に厳しい試業をして進級を決定しているが，翌年の明治
3年からは句読・暗唱・習字・算術の 4教科となり，これがそれぞれ 5段階に
分けられ，5等から試験を受けて順次 1等へと上位に進む仕組みとなった。試
験（大検査）は，当初は明治 2年 5月京都府によって「小学校規則」ととも
に公布された「春秋試業科学法式」に則って行われ，明治 3年 11月には「中
小学規則」に「小検査則」が定められて，小検査が大検査以外の月に年間 10
回（つまり大検査の月以外毎月）行うことが定められている（12）。当時の試験
の様子は次のように記されている。「試験は，大検査，小検査に分かれ，小検
査は毎月 27日に行い，大検査は毎年春秋に実施されることになっていた。最
初の大検査は明治 3年 7月 11日に行われ，上京は第 25区に，下京は第 26区
に全員を招集し，松田道之大参事以下，小参事，学務課員臨席して，朝 6時
から夕 5時に及んだそうである。優等者には賞与があり，あるいは直ちに抜
擢し教員（助教）に列せられた（13）」。この「實力本位にして形式に囚はれざる
所躍如たる」（14）試験制度に見られるように，番組小学校は新しい要素を取り入
れながらも，基本的には藩学の課程主義と試業の制度，ならびに寺子屋の学習
法を踏襲しているのである（15）。この番組小学校の様子は，福沢諭吉の明治 5
年『京都学校の記』（16）に詳しいが，番組小学校は全国の組織的な小学校教育の
魁であった。京都市の小学校は，このように「学制」発足時にすでに相当完成
した制度だったので，「学制」公布後もしばらくは従来の教育を独自に続け
た。京都市の小学校が「学制」に沿って学校を運営し始めるのは，明治 7年
になってからのことである。
この等級制の学校では，毎月 1回同一級内で試験を行い（月次試験），その
結果にもとづいて子どもたちの教室内での席順が毎月変更されたのであり，
「当時は現在とは違って「席次」が，ビジュアルそのものだったのであ
る」（17）。しかし，この成績による露骨な席次決定も，明治期になって新しく始
まったのではなく，藩学の踏襲であったのである（18）。初期のこのような大が
かりな試験は，明治 6年には，小検査が 3ヶ月に 1度となり，さらに小検査
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は各校内でやり中検査と大検査は数校集まってやるなど，簡略化された（19）。
明治 15年には，次のような記述がある。「明治 15年になると，小試験は 1学
期内 2−5回，学務委員及び校長もしくは首座教員監督の上受持教員が行い，
中試験は毎学期の終わりに，郡区学務担任書記監督の上校長もしくは首座教員
が行い，大試験は毎等科の終りに学務課員監督の上，1学区もしくは数学区の
教員互選して，1名または数名の試験係を決めて実施するとされた（20）」。また
明治 20年になると，「7月より試験はすべて学校長の責任のもとに行われた」
のである（21）。
滷原級留め置き（落第）
「検査の内容はむずかしく，全課業を終える者は少なく，進級も容易ではな
かった。そして，検査は明治の初期ほどむずかしかった」（22）と記されているよ
うに，明治初中期の試験は厳しく，修了，進級よりも落第の方が多かった。つ
まり，落第が普通のことであり，その結果多くの退学者がでているのである。
その実例を京都市と京都府下の記録から少し拾ってみよう。全国に先駆けて小
学校を設立した京都市が，京都方式で行った明治 5年の試験結果は，京都市
全市 16830人の受験者中，各等の合格者はわずか 1322人で，1割にも満たな
かった（23）。また，明治 10年代には次の記述がある。「小検査を午前 7時から
午後 10時まで当校にて行ったが，前代未聞の難しい試験で生徒 160人中 100
人落第した」（明治 11年 2月 26日の日記，京都市明倫小学校）（24）。「明治 12
－13年の記録で 5月 18日から行なわれた大検査に臨んだのは，郡内 10校の
生徒であるが，1校 1名から多くて 4名であり，大多数の生徒は途中で退学し
ている」（府下千代川小学校）（25）。
明治初期から中期にかけては，日本の学校制度の模索期，確立期であり，学
校制度は目まぐるしく変わる。なかでも明治 18年学年制の採用は，大きな教
育政策の転換であった（京都市では学年制の実施は，明治 20年から）。これ
によって進級・修了が大幅に緩和されるが，それでも試験結果の判定による進
級・修了の認定は変わらず，明治 20年代後半に至っても落第は続いたのであ
る（26）。
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ただ，このように厳しい試験と落第があったものの，当時の学校は学習中心
ではなく，全体的にはのんびりしていた。
澆飛び級
このように多くの落第者や退学者がでる反面，成績優秀な者には，いわゆる
「飛び級」があった。「連級というものがあって 1度に何級もの試験を受けて
成績がよければ飛び級して上級に編入した」（27）という記述がこれを示している
が，この制度は，すでに明治 3年制定の京都市「中小學規則」に見られ，「学
制」もこの制度を踏襲したと考えられるのである。すなわち，京都市「中小學
規則」第 9章には，「檢査ノ法ハ中ヲ得ルヲ相當トス，上ヲ得ル者ハ一等昇
進，尚優力ナル者ハ超進ス」とあり，また「自今春秋両度，學童試業ノ上，俊
秀ノ者ハ中學校ヘ抜擢官費ヲ以テ，其校ヲ進達セシムベク候條」（これは市中
に告示された）とあって，優秀者は「超進」さらには奨学生として中学校に抜
擢されるという制度だったのである（28）。
2 教育奨励・学事奨励行事
全国の学齢児童就学率は，明治 6年で男 39.90，女 15.14，計 28.13，明治
15 年で男 66.99，女 33.04，計 50.72 で，明治 21 年に至ってもなお，男
63.00，女 30.21，計 47.36という低い就学率であった（単位は％）（29）。それ
ゆえに新しい教育の成果を示して就学率を高めるために，様々な教育奨励が行
われた。その事例として，京都府市での学業天覧，就学牌・栞の付与，比較試
験の実施と，神戸市での理科学実験による学事奨励会を取り上げてみよう（因
みに京都市の小学校の就学率は，明治 21年に，男 56.48，女 47.74，計 52.11
である（単位は％）（30）。
（1）学業天覧
明治天皇は，早くも明治 5年 6月 24日に，京都の中学，新英学校，女紅場
等に臨幸し，学事を叡覧して，府知事に学事の進歩の著しいことを褒賞してい
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る（31）。京都府はこのとき提示された御沙汰書の写に文書を添えて「天覧御沙
汰書」として各校に下付している（32）。また明治 10年には，京都市の 3校の
小学校に親王を派遣して学業代覧をさせるとともに，3校の小学校で学業天覧
を行っており，下京第 24区尚徳校では，下京第 3区明倫校の生徒が優等賞と
して書籍料 25 銭を下賜されている（33）。明治期初期には，学事奨励のため
に，県令による藩学での「親試」にあたるものが行われているが，学業天覧は
天皇自らが学校に出向き親しく学業を見て，その成果を表彰するもので，県令
の親試を超えて，明治期における究極の親試であった。明治天皇がこのように
頻繁に京都を訪れ，学業天覧を行ったのは，次のような理由によるものと思わ
れる。京都が天皇の父祖の地であり，明治天皇も京都で生まれ育ったので，終
生京都を懐かしく思う気持ちがあったこと，京都が明治 2年の車駕東行に際
し明治天皇から下賜された金品の一部を教育基金に充て，全国に先駆けて小学
校の設立をしたこと，明治期に入ってからも皇族が京都の小学校で学んでいる
こと。
（2）栞・就学牌の付与
京都府では，一般生徒の向学心を鼓舞し競励心を喚起するために諸種の方法
を講じた。「一検査を終了する毎に其成績に応じて枝折を與へ，紫の房絲を結
んだ枝折を所持するを非常の名譽とした（34）」。もっとも栞を持たせたのは，進
級の卒業証書は持ち運ぶには不都合なので，その替わりに等級と名前，日付な
どを書いた栞を教科書などに挟んで持たせたという側面もあった。また，京都
府では，明治 9年に就学奨励のため「就学牌をつけさせる布達」を出し，そ
の雛形を示して各校に鋳造させ，就学児童に携帯させることとした。就学牌は
真鍮製で裏に児童の姓名が刻印されていた。携帯していない児童は学事取締官
や巡査に取り調べられた。この就学牌についても，明倫小学校では「桜花型の
金銀銅牌をあたへ胸間に下げしめて之を表彰した」とあるように，表彰の手段
としている（35）。
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（3）京都市の鐘秀会と比較試験－学芸会の魁－
明治 4年以来京都で開催された博覧会が，明治 6年からは，京都御所や仙
洞御所で開かれるようになったが，明治 11年 6月 1日に，この仙洞御所の博
覧会場において，柳池区・竜池区の 2人の民間人が府の許可を得て，各校の
秀才を鐘めて鐘秀会なる学業競技会（つまり合同学芸会）を催した。これには
各小学校から選り抜かれた，作文，習字，理科，図画の優秀な児童 123 人
が，即席の作文や和歌を作ったり，習字や絵をかいたり，簡単な理科の実験を
してみせた。明倫小学校からは，上等 5級の男子生徒が揮毫五言絶句と理化
学器械実試条線膨張，下等 1級の女子が揮毫七言絶句 2首と五言絶句を行っ
ている（36）。この「学業競技会」は，いわゆる「比較試験」の一種と考えられ
るが，比較試験とは，明治 9年ごろから明治 25年ごろまで，学業奨励のため
に全国で行われた学校間の学力対抗試合である。比較試験の名称は，府県によ
ってまちまちで，「比較試業会」「奨励試業会」「合同試験」「集合試験」「競争
質疑会」などと呼ばれた（37）。京都市の「学業競技会」は，「競技会」という名
称が付けられ，褒賞が与えられているものの，民間人の呼びかけで行われてい
ることもあって，のんびりした雰囲気があり，ここには激しい個人競争や学校
間競争は見られない。ところが，明治 16年になると，京都市では「比較試験
規則」が定められて（38），比較試験が熾烈な学校対抗競争の手段になってい
る。「明治 16年比較試験規則ができ，各校生徒の成績を視察し実力を比較せ
んが為め学務委員が臨時出張し，生徒を便宜の場所に集めて試験を行ひ，関係
郡区学務担任書記学務委員校長担任教員試験場に出席し其事務を取り扱ふこと
になった。本校では試験前の 2日間昼から夜 11時までそのための準備教育を
している」（京都市明倫小学校『明倫誌』）（39）。つまり，この年から比較試験
は，郡単位で行われ，優秀な児童を各校から選び出して，係官の立合のもとで
試験を執行するという大がかりで組織的なものになっているのである。したが
って，選ばれた児童は，学校の代表として学校や教師の期待を背負って試験に
臨んだのであり，この競争に勝つために，各小学校では長時間の過酷な準備教
育を行っているのである。比較試験は，運動会の学校対抗競争と同じく，学校
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の名誉をかけて戦われた他流試合であり，この意味において，まさに各郡の合
同学芸会としての一大行事であったのである。このように比較試験は，学事奨
励のために，試験の競争が子ども間の競争にとどまらず，教師間，学校間にま
で拡大された，明治初中期の試験制度の象徴的な出来事であった。比較試験に
おいてもまた，試験に際して，立合人を立て，関係者に参加を奨励し，成績優
秀者には褒賞や職を与えているところに，藩学の試業の制度の継承を見ること
ができる。
（4）教育展覧会と理科学実験
児童の試験答案，作文，習字，図画，裁縫品などの展示は，寺子屋の席書を
踏襲する形で明治の初期から開かれていた。明治 10年代末になると，各地で
物理・化学の実験会や講習会が開かれ，教育雑誌に自然科学の記事が掲載され
るようになって，自然科学教育がブームとなる。これを受けて，体育用器械，
音楽用具，地図，年表，歴史画，修身画，古美術，貨幣切手などとともに，理
科学器機，博物学標本，鉱物標本が展示される教育展覧会が盛んになり，その
アトラクションとして理化学実験や幻灯会が行われるようになる。このような
科学中心の展覧会の興隆の原因は，人々を驚嘆させるような科学の展示と実験
の披露が，学校教育の意義を人々に納得させる効果的な学事奨励の手段となっ
たことと，当時の展覧会が地域の有志者（つまり有力者）の醵金によって，
県，郡，学区単位で開催されるものだったので，各地区がその優位性を誇示す
るために競って開催したことによるものである（40）。
（5）学事奨励会
明治 10年代末に始まる科学中心の教育展覧会は，明治 20年代に入っても
ますます盛んに行われるが，主催が県や郡から県や市の教育会，そして各学校
での単独開催へと移行し，名称も教育展覧会から学事奨励会などとなってゆ
く。神戸市の湊川小学校では，明治 19年にいち早く単独の展示会を「奨励
会」と称して行っている。この奨励会は，前年の明治 18年に寺井校長が大阪
６０ 学校の祝祭についての考察
へ出張して，力学・音響学・熱学・磁気および電気学に関する器機一式を購入
し，児童の実験を奨励した成果の披露であった。「明治 19年 11月 7日，本校
奨励会を開催し，父兄を招待して児童の学業成績物，特に児童の理科学実験を
流覧に供し十二分のかっさいを博せしが・・・当時の理科学・体操両科は時人
の賞観斜ならず，教育の普及学業奨励上常にその先務に任じたり・・」（41）。神
戸市では，湊川小学校のような先駆的実践を受けて，明治 21年以降，春季ま
たは秋季に開催された運動会と展覧会が，重要な学校行事である生徒奨励会の
活動としてあげられている。運動会は，数校の連合運動会で市内の広場や海浜
で行われたが，文化活動としては，国民教育の発展を促し，学区内の父兄の向
学心を誘い，あわせて生徒の勉学心を喚起することを目的として，展覧会が
年々盛大に行われたのである（42）。以上のように，明治 10年代の後半から 20
年代にかけては，運動会と並ぶ学校行事の花形は，展覧会であった。展覧会
は，当時にあっては，人々の耳目を奪う最も華やかな催し物だったのである。
しかし，展覧会は，いかに華やかなものであったとしても，あくまでも視覚重
視の静的なものであり，人々の注目を集めるには限界がある。ここに後に学校
の文化行事の花形として，児童中心の動的な学芸会が登場してくる伏線があ
る。
3 学年制と学級制の成立－学校行事の基盤の形成－
明治 10年代後半には，等級制では財政負担が重いことと，上級ほど生徒が
減少するという現実に合わせる形で，学年制に移行し，これに伴って学級が成
立する。また明治 23年以降には，国民統合の契機として天皇への尊敬と崇拝
を軸とする道徳教育の強化が重視されるようになるが，これに伴って等級制に
よる試験重視が知育偏重として公然と批判されるようになる。等級制は，個人
の能力を重視した個人主義と能力主義に立脚しているので，個人間の競争が主
となるため集団意識が低い。これに対し，学年制は個人の能力差よりも，年齢
の同一性，長幼の序，そしてなによりも個人の集団への帰属意識を重視する制
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度であり，この点においても学年制は，集団や国家重視の施策と合致した制度
だったのである。等級制から学年制に移行し，学年と学級が成立したことによ
って，集団間の比較や競争が可能となった。ここに比較や競争を通して，学年
や学級の集団としての結束や所属集団への帰属意識を啓培するために，学校行
事を集団を基礎として行うことのできる基盤が成立したのである。この学年制
と学級の成立の過程を見ておこう。
（1）学年制への移行
明治 18年 12月 12日に（第 16号）「公立小学校ニ於テハ修業期限一箇年ヲ
以テ一学級トスヘシ此旨相達候事」（43）という文部省の通達が出され，これによ
って半年単位の進級制度が学年単位になる。ただ，この学年制は，翌明治 19
年から実施されたのではないようで，京都府では明治 19年の小学校令に基づ
き，翌 20年 3月府令第 31号をもって「小学校学科及其程度並ニ実施方法」
を発布し，学年を 7月 1日から翌年 6月 31日までとしている。また明治 25
年 5月府令第 38号をもって小学教則を定め，学年を 4月 1日始まりの翌年 3
月 31日終了としている（44）。
（2）学級の成立
明治 19年には，「尋常小学校ニ於テハ児童ノ数八十人以下高等小学校ニ於
テハ六十人以下ハ教員一人ヲ以テ之ヲ教授スルコトヲ得」（45）と 1人の教師が担
当しうる児童数が定められ，明治 24年には，「市町村立尋常小学校ニ於テ学
級ヲ編制スルニハ左ノ例ニ依ルヘシ」として「全校児童ノ数七十未満ナルトキ
ハ之ヲ一学級ニ編制スヘシ」（明治 24年 11月文部省令第 12号「学級編成ニ
関スル規則」「第 2条」（46））と，学級の規模を定めて学級を学校組織の基礎単
位とすることとされた。その結果，単級学校ないしは複式学級編成の学校が多
数生じたが，明治 33年の小学校令改正によって義務就学の規定が明確化され
たのに伴い，単級学校はしだいに減少し，多級編成の学校が実現したのであ
る（47）。
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（3）入学式と卒業式の成立
学年制の導入によって，同一年齢の児童が，同時期に一斉に入学し，卒業す
ることになった。これによって同一年齢の児童の入学と卒業を，集団で祝うこ
とができるようになったのである。京都市の小学校は，上述のように明治 20
年 7月 1日に尋常小学校としての開校式を行っている。これに伴って聚楽小
学校では，明治 21年 6月 17日に，初めて卒業証書授与式と学年課程修了証
書授与式が行われている（48）。京都市の各学校史には，証書授与式開始の年が
曖昧であるが，京都市のいわゆる番組小学校は，聚楽小学校と同様に，明治 21
年 6月に学年制による第 1回卒業生を送りだしたものと思われる。卒業写真
という集合写真が登場するのは，京都市においては，この明治 21年以降のこ
とであるが，卒業写真は，同一年齢の児童が同一時期に一斉に卒業する，とい
う制度の確定によって初めて可能であったのである。
4 学芸会の成立と普及
さて，いよいよ学芸会の登場であるが，学芸会は明治初期から大々的に行わ
れた，学校行事としての試験の廃止に替わる形で登場してくる。その経緯を見
てみよう。
（1）修了試験・卒業試験の廃止
既述のように，小学校においては，明治初期から修了・卒業の認定のために
厳しい試験が実施され，明治 20年前後には比較試験が盛んに行われた。しか
し，すでに明治 23年の小学校令で，「妄リニ競争心ヲ鼓舞スル」（明治 24年
11月，小学校教則大綱の文部省説明）（49）試験が制限されているが，明治 33年
「小学校令」の改正とともに，「小学校ニ於テ各学年ノ課程ノ修了若ハ全教科ノ
卒業ヲ認ムルニハ別ニ試験ヲ用フルコトナク児童平素ノ成績ヲ考査シテ之ヲ定
ムヘシ」（「小学校令施行規則」第 23条）と定めて試験を廃止した。その要旨
は「心身の発育未た十分ならさる児童をして競走心に駆られ試験前一時に過度
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の勉強を為し是か為に往々其心身の発育を害するのみならす試験の為に勉強す
るの陋習を馴致するを避けんか為」（明治 33年文部省訓令第 10号「小学校令
改正の要旨及其施行上注意要項」）であった（50）。これによって明治初中期に行
われた学校行事としての試験は，廃止された。しかし，廃止されたのは学年の
修了と卒業の認定試験であって，小学校から試験がなくなったのではなく，
「考査」という平素の試験は存続したのである。また落第も，既述のごとく，
以前ほどではないにしても存続したのである。
（2）学芸練習会－プレ学芸会－
学校行事としての試験が廃止されたことに伴って，これに替わる学校行事と
して登場してくるのが学習成果の発表会である。試験の廃止後，明治 34年頃
から，学芸練習会，教科練習会，学業練習会，温習会，児童談話会など，名称
は様々であるが，学事奨励会を引き継ぐ形で学習発表会が，父母や関係者を集
めた形で行われるようになる。たとえば，京都府と神戸市の小学校で，次のよ
うな会が行われている。「明治 34年 12月練習会を開く。以後毎月 1回行うこ
ととする。父兄を招いて学業の実習をし，在校生の練習と家庭との連絡をす
る」（京都市川岡小学校）（51）。「児童学芸奨励のため，済美会を催し，児童をし
て談話・朗読・唱歌・図画・書き方等を演ぜさせる（35年ごろから済美会と
称して毎学期開催）」（神戸市兵庫尋常高等小学校沿革史）。「（38年 3月学芸練
習会を実施したが）従来本校でおこなった各学期ごとの学芸奨励会は，これを
学年末に集大成し，卒業児童の祝福を併せおこなう学芸練習会に充実させた」
とし「卒業生及び在校生が，共に学芸練習会を行って，在学を記念すると共
に，前途を祝福する。この会には同窓会員・市内小学校長・市役所教育課員等
も招待する」（神戸小学校沿革誌）。神戸小学校の学芸練習会の内容は，「開会
の辞」の後，唱歌「君が代」で始まり，最後は唱歌「勧学の歌」の後，「閉会
の辞」で閉じる。その間，唱歌がこの 2曲を含めて 5曲，風琴独奏が 1曲，
歴史，地理，図画，英語，算術，理科，修身，国語，学校長の談話の種別で全
部で 37の演目になっている。算術には速算があり，理科には実験が 2つ含ま
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れている（52）。
（3）「学芸会」という呼称の登場と普及
明治 36年頃から学芸練習会が，「学芸会」という名称で呼ばれる，次のよ
うな事例が登場する。「集成校で初めて学芸会が開かれたのは明治 36年 7月
29日である。暑い時のことであるが，まだ夏休みに入る前で北校舎の改築落
成と併せての行事であった。第 2回目の学芸会は明治 37年 3月 25日に開か
れている。卒業式直前のことである」。（京都府千代川小学校）（53）「明治 37年
3月 29日，二階建新校舎，雨天体操場の落成式の後，学芸会が行われ男生及
女生の遊戯をなし，生徒の作品を観覧。翌日も父兄の要望により実施された」
（京都市梅屋小学校）（54）。
明治 37 年発刊，教育学術研究会編纂『小学校字彙』においては，「学芸
会」という名称が用いられているものの，ここに収録されている「学芸会の実
例」の 5例の名称は，それぞれ「学芸会」「学業練習会」「教科練習会」「児童
談話会」「練習会」とまったく区々である。このことからも，「学芸会」という
名称が，この時期には未だ確定していないことが分かる。また，同書は，「運
動会」の項で「運動会は如何なる学校に於ても必ず挙行せられ，学校に於ける
確定事業の一となるに至れり」（55）と述べる一方で，「学芸会は未だ運動会の如
く各地の学校に於て普ねく行はるといふ運に達せす」（56）と述べる。つまり，学
芸会は，明治 37年至ってもなお一般の小学校ではほとんど行われていなかっ
たのである（この書に採用されている実例も 4例中 3例が附属小学校のもの
である）。さらに『小学校字彙』は，「然れども吾人は今後益々此種の会合を必
要なりと信ずるものなり」として，学芸会の意義と注意を次のように 4点あ
げている。第 1に，学芸会は，子どもの平常の学習成果の発表や所信の表明
の場であり，特別の教授をしないこと，第 2に，公衆の面前で学術技芸を表
演することは，面目のあることで責任を持ってやり遂げる機会であるが，これ
は日本人には苦手なことであるので国民教育上大いに修練すべきことであるこ
と，第 3に，会合における公徳と秩序の遵守は，日本人が今後文明人として
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身につけるべきことであるが，学芸会は，その礼儀作法を修得する訓練の場，
国民の社会的教化の場であること，第 4に，出演者は，優等生だけに偏らな
いように配慮すること，また卒業生は全員出場できるよう配慮すること，であ
る（57）。このように，わざわざ学芸会の意義を説かなければならないところ
に，当時の学芸会の認知度の低さが分かるとともに，社会的教養と社交上の訓
練の場として，西欧の文化を強く意識した形でその意義が強調されているとこ
ろに時代の風潮が反映している。この書の学芸会の内容は，談話（先生の談話
を含む），読本朗読，理科実験，心算，算術，唱歌，歴史，地理，手工など，
ほぼ全教科に及んでおり，これは学芸会が学芸練習会を踏襲した学習発表会で
あったことを示している（58）。『小学校字彙』は，先進的な実践事例を豊富に収
録した，当時にあっては大がかりな総合的体系的な学校教育実践事典なので，
この書で「学芸会」という名称が使用され，学芸会の内容の紹介と必要性が説
かれたことによって，「学芸会」が巷間に膾炙される契機になったと考えられ
る。
学芸会は，明治 42年になってもまだ珍しかったという記述がある（59）一方
で，明治 40年以降になると，次のような事例が登場してくる。「明治 40年 11
月 3日，天長節拝賀式挙行後，奉祝秋季学芸会 44番を行う。来賓，父兄等満
場」。「明治 41年 6月 3日の職員会において，全校児童を高年，幼年の二部に
分け毎月小学芸会を土曜または水曜の一時間及放課後にかけ開くことと決議さ
れ実施されていた（京都市梅屋小学校）」（60）。
つまり，明治 40年以降になると，学芸会は，大学芸会として儀式と結合し
た形で保護者や関係者の前で開催されているとともに，小学芸会という形で日
常的に行われるようになっており，学校において当然行われるべき行事として
普及してきているのである。
小 結
学芸会は，藩学の試業や寺子屋の席書の影響を色濃く残した，明治初中期の
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学校行事としての大がかりな卒業・修了試験の廃止を契機として，明治後期
に，卒業・修了試験に替わるものとして実施されるようになる。このころの学
芸会，すなわち初期の学芸会は，内容から見ると，ほぼ全教科に及ぶ学習成果
の発表会であり，この点では明治初期の学事奨励会を引き継いでいる。ただ，
学事奨励会が，まだ一般に認知されていなかった学校の宣伝の役割を担ってい
たのに対し，初期の学芸会は，就学率が 90％を超えて安定した位置を獲得し
た学校が，試験に替って学習の成果を披露する性格のものであり，「会合」の
一種とされた学芸会には，発表者ならびに聴衆としての公の場での立ち居振る
舞いの修得という「近代的な」道徳的意義が付与されていたのである。また学
芸会は，明治 10年代後半から 20年代にかけて，学芸的行事の花形であった
科学中心の教育展覧会と主役を交代する形で登場してくるが，これも日本の学
校教育の定着ならびに成熟と関わっている。明治 40年以降になると，学芸会
は，小学芸会として日常的に行われるようになるとともに，儀式などの行事と
結合して，保護者や学校関係者に学習の成果を披露する行事として，確固とし
た地位を占めるようになる。しかし，初期の学芸会は，あくまでも教科の学習
発表会だったのであり，唱歌や楽器演奏があるものの，全体的には静的な出し
物が多く，面白みに欠けるものだった。学芸会が，児童中心の動的で華やかな
舞台芸術として，運動会と並ぶ学校行事の花形となるには，大正時代の児童中
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